
と生き生き
働き続ける

文部科学省「令和３年度　教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査」によると、コロナ禍の影

響も考えられますが、時間外勤務が月 45 時間以下の高校教師の令和 3 年度の割合は、令和元年度と比較して約８

～ 14％程度増加しました。教師の心身の健康に支障を及ぼす可能性のある長時間勤務の是正に向けた取り組みは

進められていますが、各種調査（P.5 図２等）からも明らかなように、教師は長時間勤務以外にも多様な悩みを抱え

ています。中でも頑張っている教師ほど悩みを抱えがちであると、今号の特集を企画するにあたってお話を伺った先

生方が口々におっしゃったことには、大変胸が痛みました。子どもたちの多様化や情報化の加速度的進展といった社

会的変化に対応するために、新学習指導要領の実施や GIGA スクール構想などの新たな施策が進められる中、教師

が取り組むべき課題は今後一層増えていくことが予想されます。そのような状況下でも、教師一人ひとりが悩みを抱

え込まず、生き生きと働き続けられるようにするためには、何が必要なのか。その問いに向き合うことが本特集のテー

マです。ぜひ、職場の先生とともに、ご一読ください。　　　　　 　　　 　  編集部　統括責任者　柏木　崇 

特集

課題整理

事
例

高校教師の置かれている状況と仕事のやりがい・悩み	 P. 4

変化の激しい社会で「学び続ける教師」であるために	 P. 20	
北海道・市立札幌藻

も

岩
いわ

高校　佐々木佑
ゆう

季
き

／ 東京都・私立かえつ有明中・高校　佐藤あやか
	ノートルダム清心女子大学　非常勤講師、元岡山県立林野高校　校長　三浦隆

たか

志
し

ビジョンを共有し、互いを認め合いながら、持続可能な教師集団をつくる	 P. 16
	京都教育大学	連合教職実践研究科　教授　片山紀子

CASE	1 テキストチャットツールを活用して、教師間の情報共有と人間関係構築を促進
福井県・私立福井南高校

P. 6

CASE	2 中堅教師と若手教師がペアになり、雑談を通して教育の知見を広げる
徳島県立城南高校

P. 8

CASE	3 ボトムアップ型の組織への転換と子ども目線での行事の精選を敢行
東京都・私立東

ひがし

一
いち

の江
え

幼稚園
P. 10

ANOTHER
APPROACH

カリキュラム・マネジメントを通してつくられる持続可能な学校
育成を目指す資質・能力を焦点化し、教育活動の精選と教育力の向上を推進
静岡県立富士東高校

P. 12

本特集
テーマのnext

識者解説
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Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術
を
あ
ら
ゆ

る
産
業
や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
る

Society 5.0

の
到
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
、
近
年
の
社

会
の
状
況
や
あ
り
方
は
劇
的
に
変
化
し

て
い
る
。

　
先
行
き
が
不
透
明
で
、
未
来
を
予
測

す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
困
難
な
時
代
に

育
課
程
の
実
現
」
が
、
そ
し
て
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
に
よ
る

「
1
人
1
台
端
末
」
の
利
活
用
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
、

学
校
と
い
う
場
の
あ
り
方
も
変
わ
る
中

で
、
新
た
な
授
業
づ
く
り
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
が
現
場
の
教
師
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
教
師

の
業
務
負
担
の
増
大
と
長
時
間
勤
務
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
各
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
に
あ
る
。

　
そ
う
し
た
、
従
来
と
は
大
き
く
異
な

る
状
況
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や

各
教
師
が
個
人
の
力
だ
け
で
対
応
す
る

の
に
は
限
界
が
あ
る
。
年
齢
や
立
場
な

ど
の
違
い
を
超
え
て
、
教
師
同
士
が
力

を
合
わ
せ
て
新
し
い
教
育
環
境
に
向
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
高
校
現
場

は
教
員
年
齢
の
高
齢
化
を
迎
え
て
お
り

（
図
１
）、
ベ
テ
ラ
ン
の
教
師
が
一
気
に

退
職
す
る
時
代
が
迫
っ
て
い
る
。
加
え

て
、
ベ
テ
ラ
ン
の
教
師
の
数
に
比
べ
、

ミ
ド
ル
層
の
教
師
の
数
が
少
な
く
、
指

導
技
術
や
学
校
文
化
の
円
滑
な
継
承
の

面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
ミ
ド
ル
層

の
教
師
に
は
、
若
手
に
と
っ
て
相
談
し

や
す
い
身
近
な
存
在
で
あ
る
と
と
も

に
、
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
を
つ
な
ぐ
役
割

が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の
ミ
ド
ル
層
の

教
師
の
数
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
で
、

校
内
の
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
支
障
が
出
た
り
、
若
手
の
視
点
を

生
か
し
た
学
校
運
営
が
難
し
く
な
っ
た

り
す
る
な
ど
の
懸
念
も
あ
る
。

　
実
際
、
教
師
間
の
人
間
関
係
に
悩
み

お
い
て
も
、
様
々
な
人
と
か
か
わ
り
な

が
ら
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
く
力
を

生
徒
に
育
む
た
め
に
、
高
校
に
お
い
て

も
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資

質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
た
新
学
習

指
導
要
領
が
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
年

次
進
行
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。ま
た
、

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、「
学
校
と
社
会
が
教
育
目
標
を
共

有
し
、
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
資
質
・

能
力
を
育
む
、
社
会
に
開
か
れ
た
教

公立高校教師の年齢構成図１

※文部科学省「令和元年度学校教員統計調査」を基に編集部で作成。

65歳以上

60歳

55歳

50歳

45歳

40歳

35歳

30歳

25歳

20歳以下
0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

（人）

令和元年度

平成22年度

高校教師の
置かれている状況と
仕事のやりがい・悩み

日々の教育活動の中で、生徒一人ひとりの成長に

寄り添い、寄与できることは、教師という仕事の

大きなやりがいだ。しかし、その成果はすぐに表

れるとは限らない。また、各教科の専門性が高く、

教師の年齢構成が二極化している高校現場では、

安心・安全な職場環境や同僚性の面で問題を抱え

ている。ここでは、現場の声も踏まえながら、高

校教師が生き生きと働き続けるために考えるべき

課題を整理する。

課題整理

大
き
く
変
化
す
る
学
校
現
場
で
、

同
僚
と
の
関
係
に
悩
む
教
師
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教
師
と
い
う
仕
事
の
や
り
が
い
は
、

い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
大
き
な
も
の

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。『
Ｖ

Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
高
校
版
の
読
者
モ

ニ
タ
ー
の
声
か
ら
も
、
教
科
指
導
や
進

路
指
導
を
通
し
て
生
徒
の
成
長
に
寄
り

添
う
喜
び
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く

る
（
図
３
）。

　
だ
が
、
そ
う
し
た
喜
び
を
教
師
に
味

わ
わ
せ
て
く
れ
る
生
徒
の
成
長
や
変
化

は
、
一
朝
一
夕
に
表
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
生
徒
は
、
教
師
の
粘
り
強
い
働
き

か
け
に
対
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
、
時
に

は
ら
せ
ん
状
に
成
長
し
、
ま
た
、
変
化

の
き
っ
か
け
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
で

異
な
る
た
め
、
教
師
は
生
徒
を
つ
ぶ
さ

に
、
そ
し
て
、
時
間
を
か
け
て
見
取
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が
孤
立
す

る
こ
と
な
く
、
教
師
同
士
が
つ
な
が
り

な
が
ら
生
徒
に
向
き
合
う
こ
と
が
重
要

を
抱
え
て
い
る
教
師
は
多
く
（
図
２
）、

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
高
校
版
の
読

者
モ
ニ
タ
ー
に「
仕
事
に
お
け
る
悩
み
」

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ひ
と
昔
前
に
比

べ
て
、
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
」「
意
思
疎

通
を
図
る
頻
度
や
程
度
が
後
退
し
、
互

い
の
本
音
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
」
な
ど
と
い
っ
た
、
教
師
間
の
人
間

関
係
に
関
す
る
悩
み
を
挙
げ
た
教
師
が

最
も
多
か
っ
た
（
図
３
）。

　

に
な
る
が
、そ
う
し
た
状
態
の
実
現
を
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

難
し
く
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
本
特
集
で
は
ま
ず
、
社
会
環

境
の
変
化
や
多
様
な
教
育
課
題
に
向
き

合
い
な
が
ら
も
、
や
り
が
い
を
感
じ
、

生
き
生
き
と
働
き
続
け
る
教
師
の
姿
を

４
事
例
紹
介
し
、
教
師
同
士
が
つ
な
が

り
な
が
ら
生
徒
に
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
要
因
を
探
っ
て
い

く
。

業務に関連したストレスや悩みの内容（教職員調査）図２

高校教師の仕事のやりがいと悩み図３

※厚生労働省「平成 30 年版過労死等防止対策白書」を基に編集部で作成。
※複数回答のため、内訳の合計が 100％を超える。

高校教師が仕事のやりがいを感じる時
• 授業が、自分に必要な資質・能力を身につける重要な価値があ

る時間だと、生徒が実感していることを確認できた時。
• 授業中下を向いていた生徒が、むくっと顔を上げて興味津々な

様子で授業を聞く瞬間。
• 試行錯誤しながら人生設計をしている生徒に伴走できていると

感じた時。
• 何度も面談を繰り返し、様々な対策を練った上で、学校推薦型

選抜や総合型選抜に出願し、合格した時。一般選抜で、得意
科目などを勘案して、生徒と一緒に練りに練った受験プランが
功を奏した時。

高校教師の仕事の悩み
•ひと昔前に比べて、教師間のコミュニケーションが少なくなって

きた。
•これまでのやり方に固執する同僚との関係性に困難を感じる時

がある。年齢の上下関係も相まって、新しい教育のあり方に挑
戦しようとする若手の姿勢を委縮させてしまっている。

•業務内容が増加している中で、教師間の仕事量の均等化が十分
に図られていない点や、一部の教師のみが学校改革に深く関与
している状況が強まっている。

• 校内業務のＩＣＴ化、そしてコロナ禍により、意思疎通を図る頻
度や程度が後退し、互いの本音が見えにくくなっている。

• 生徒にとってプラスになる可能性がある教育活動でも、教師間
で十分な議論ができず、実現してあげられないことがある。

出典／『VIEW next』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、
2022 年４〜 5 月にウェブとファクスで実施。回答数は 69）

0 50（％）40302010

43.4

28.6

40.2

38.3

9.0

14.5

1.2

31.1

23.4

4.3

2.3

3.1

11.3

0.5

長時間勤務の多さ

休日・休暇の少なさ

職場の人間関係

保護者・PTA等への対応

地域対応

部活動の指導

就職・就労支援

学校や児童・生徒を取り巻く環境

研究等の時間の確保

職場でのパワーハラスメント

職場でのセクシュアルハラスメント

職場の不十分な健康管理体制

その他

無回答

生
徒
の
変
化
を
見
取
る
に
は
、

教
師
同
士
の
つ
な
が
り
が
不
可
欠

生き生きと働き続ける特集

5  高校版  2022 June

0-01-J-22906-001 2022 年度 VIEW next 高校版 6 月号 4 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/07
玄塲 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-22906-001 2022 年度 VIEW next 高校版 6 月号 5 頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校

06/07
玄塲 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P04-05_view-next-koukou-6g.indd   5P04-05_view-next-koukou-6g.indd   5 2022/06/07   11:462022/06/07   11:46



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
、
職
員
室
内
で
の
対
話
の
機
会

が
制
限
さ
れ
る
中
、
福
井
県
・
私
立
福

井
南
高
校
で
は
、
２
０
２
０
年
、
教
師

間
で
の
情
報
共
有
を
目
的
と
し
て
、
テ

キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
「G

oogle 
Chat

」
を
導
入
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
、
会
議
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
」

　
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
導
入

を
主
導
し
た
情
報
科
の
浅
井
先
生
と
高

崎
智
裕
先
生
は
、
管
理
職
と
相
談
し
た

上
で
、
議
論
が
不
要
で
了
承
を
得
る
だ

け
の
事
項
は
対
面
の
会
議
で
は
取
り
上

げ
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
決
議
す
る
こ
と

を
校
内
に
周
知
。
会
議
の
資
料
は
事
前

に
チ
ャ
ッ
ト
に
投
稿
し
て
、
対
面
の
会

議
で
は
資
料
を
説
明
す
る
時
間
を
設
け

な
い
よ
う
に
し
た
。

　「
対
面
の
会
議
で
は
、
議
論
に
時
間

を
割
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

気
に
な
る
生
徒
や
活
躍
し
た
生
徒
が
話

題
に
上
る
機
会
も
増
え
、
ク
ラ
ス
や
学

年
を
超
え
た
生
徒
理
解
が
促
進
さ
れ
て

い
ま
す
」（
浅
井
先
生
）

　
対
面
の
会
議
は
考
え
を
深
め
る
場
だ

と
い
う
共
通
認
識
が
校
内
で
浸
透
し
て

い
る
今
で
は
、
様
々
な
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー

ム
が
で
き
、会
議
資
料
の
共
有
の
ほ
か
、

議
論
の
前
段
階
の
意
見
交
換
も
チ
ャ
ッ

ト
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う

し
た
変
化
は
、
教
科
会
や
学
年
会
に
も

表
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
対
面
の
会
議

も
内
容
が
充
実
す
る
一
方
で
、
会
議
そ

の
も
の
の
時
間
は
短
縮
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
便
利

さ
を
実
感
し
た
教
師
が
、
様
々
な
用
途

で
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
を
自
主
的
に
展
開

す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　「
探
究
学
習
に
つ
い
て
情
報
交
換
を

す
る
先
生
も
い
れ
ば
、
大
学
説
明
会
の

出
席
者
の
割
り
あ
て
を
行
う
先
生
も
い

ま
す
。
情
報
共
有
だ
け
で
な
く
、
若
手

の
先
生
が
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
に
悩
み
を

相
談
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
職
員
室
と
違
っ
て
、
生
徒
や
ほ
か

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
の

確
保
は
、
対
面
の
会
議
の
質
を
変
え
た

と
、
浅
井
佑ゆ

記き

範の
り

先
生
は
振
り
返
る
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、
学
校
で
行

わ
れ
る
会
議
は
、
そ
の
数
が
多
い
だ
け

で
な
く
、
大
半
の
時
間
が
、
資
料
に
書

か
れ
て
い
る
内
容
の
確
認
に
割
か
れ
、

議
論
や
意
思
決
定
の
場
に
な
り
に
く
い

と
課
題
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
導
入

進
学
支
援
担
当

高
崎
智
裕　

た
か
さ
き
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
5
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
数
学
科
、
情
報
科
。

進
学
支
援
担
当

浅
井
佑
記
範　

あ
さ
い
・
ゆ
き
の
り

教
職
歴
9
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
10
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民

科
、
情
報
科
。

設
立
　 

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年

形
態
　
定
時
制
／
総
合
学
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
80
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
４
年

制
大
は
、
福
井
県
立
大
、
明
海
大
、
中
央
大
、
仁
愛
大
、

福
井
工
業
大
、
日
本
福
祉
大
、
京
都
産
業
大
、
京
都

女
子
大
、
京
都
橘
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
近
畿

大
な
ど
に
延
べ
24
人
が
合
格
。

学
校
概
要

テキストチャットツールを
活用して、

教師間の情報共有と
人間関係構築を促進

福井県・私立福井南高校

福井県・私立福井南高校は、２０２０年３月、若手教師

の発案でテキストチャットツール「Google Chat」を

教職員用に導入。オンライン上でコミュニケーション

が活発になったことで、対面での会議のあり方や、ベ

テラン教師と若手・中堅教師の関係性がよりよく変化

していったという。また、対面のコミュニケーション

の場として夏季休業中などに開催される、教師と生徒

の交流の場づくりの取り組みについても聞いた。

C A S E  1
情
報
共
有
は
チ
ャ
ッ
ト
で
行
い
、

会
議
で
は
議
論
に
時
間
を
割
く
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C O L UMN だ
と
思
い
ま
す
」

　
教
師
間
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
が

始
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

だ
が
、
今
で
は
、
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト

ツ
ー
ル
を
使
う
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
興
味
を

持
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
、
自
ら
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
つ
い
て
勉
強
し
、
自
身
の
豊
富

な
授
業
実
践
の
経
験
と
結
び
つ
け
な
が

ら
、
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
を
若
手
に
教
え
る
と
い
っ

た
、
新
た
な
動
き
も
見
ら
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
想
定
外
の
課
題
も
見
え
て
き

た
と
い
う
。

　「
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
に

よ
っ
て
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
活
発
に
な
り
、
教
育
活
動
や
校
務

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
、
前
例
踏
襲
を
助
長
し
て
し
ま
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
気
が
つ
き

ま
し
た
。
同
僚
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

職
員
室
は
安
心
・
安
全
な
場
に
な
り
ま

す
が
、
共
通
認
識
が
図
ら
れ
る
事
柄
が

多
く
な
る
分
、
新
た
な
価
値
創
造
に
つ

な
が
り
に
く
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
浅
井
先
生
）

　
浅
井
先
生
は
、
教
師
に
と
っ
て
の
価

値
創
造
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
徒
と

の
対
話
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　「
高
崎
先
生
が
主
催
す
る
『M

ath

カ

フ
ェ
』（CO

LU
M
N

参
照
）
や
、
探
究

学
習
を
始
め
と
す
る
場
で
生
徒
と
向
き

合
う
こ
と
で
、
学
校
に
は
ど
の
よ
う
な

新
し
い
価
値
の
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
が
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、

そ
の
時
に
こ
そ
、
教
師
の
同
僚
性
が
真

に
力
を
発
揮
す
る
は
ず
で
す
」

の
先
生
が
不
意
に
入
っ
て
く
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
何
で
も
話
せ
る
安

心
感
が
あ
り
、
相
談
も
し
や
す
い
の
で

し
ょ
う
。ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
も
、チ
ャ
ッ

ト
は
対
面
と
異
な
り
、
熟
考
し
て
丁
寧

に
返
信
が
で
き
る
の
で
、
相
談
に
乗
り

や
す
い
よ
う
で
す
」（
浅
井
先
生
）

　
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
校
内

へ
の
浸
透
と
、
そ
こ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
浅

井
先
生
は
、「
若
手
の
先
生
が
ベ
テ
ラ

ン
の
先
生
に
ど
ん
ど
ん
相
談
し
て
い
っ

た
こ
と
が
、
学
校
全
体
を
巻
き
込
む
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
経
験
豊
か
な
先
生
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で

他
者
と
つ
な
が
ら
な
く
て
も
困
る
こ
と

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
悩
み
が
多
い
若
手

の
先
生
が
率
先
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
、

そ
の
中
で
様
々
な
悩
み
を
相
談
さ
れ
た

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
は
、
若
手
の
考
え
を

理
解
し
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
よ
さ

を
肌
で
実
感
し
、
自
分
も
使
っ
て
み
よ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
っ
た
の

　2019年、数学科担当の高崎先生が、夏季休業中の補習期
間の生徒の居場所として提案したのが「Math カフェ」だ。
数学など、自然科学を中心とした教師のお勧めの書籍を並べ、
生徒が読書したり、自習したり、あるいは雑談を楽しんだり
する場として開放した。中には、「Mathカフェに来たいから、
補習は休まず行く」といった生徒もいるという。
　当初、生徒のための居場所として考えた「Math カフェ」
だが、教科を超えた教師同士のつながりの場にもなっている。
　「生徒の様子を見るために、多くの先生が足を運ぶうちに、
他教科の先生もお勧めの書籍を紹介したり、担当の教科に関
連するゲームを実施したりするようになりました。先生方に
とっても、職員室とは違う、もう１つの居場所になったよう
で、生徒と、そして先生同士で、おしゃべりを楽しんでいます。
生徒のことを理解する場としてはもちろん、英語科の先生と
の雑談の中で数学の教材研究
のヒントをもらうなど、先生
方とのコミュニケーションの
中で自分の指導を見直す場に
もなっています」（高崎先生）

生徒、教師が知的な自由時間を楽しむ
「校内カフェ」をオープン

テキストチャットツールの導入にあたって、管理職から、「使え
る人から使い始めるのではなく、全員ができることから始めて
ください」と言われました。そのため、チャットのテーマは、
全員が参加することができるものから始め、使い方に慣れてか

ら、テーマを増やしていきました。ＩＣＴの活用は、教師にとっ

て、校務の負担の軽減やコミュニケーションの活性化の可能性

を秘めていますが、みんなができることから始めて、教師間に
経験の差を生まない配慮が大切だと思います。（浅井先生）

読者の先生方へ！ ワンポイントアドバイス

2020 年冬季休業中の「Math カ
フェ」の様子。

チ
ャ
ッ
ト
で
の
相
談
の
し
や
す
さ
が

ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
の
距
離
を
縮
め
た
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徳
島
県
立
城
南
高
校
の
保
健
体
育
科

の
中
本
浩
平
先
生
は
、２
０
２
１
年
度
、

教
職
10
年
目
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、「
メ
ン
タ
ー
制
度
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
度

に
１
学
年
担
任
を
務
め
た
中
本
先
生
が

メ
ン
テ
ィ
ー
に
と
声
を
か
け
た
の
は
、

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
２
人
が
話
し
合
っ

て
決
め
た
の
は
、「
毎
朝
、
職
員
室
か

ら
受
け
持
ち
の
ク
ラ
ス
が
あ
る
４
階
ま

で
、
一
緒
に
行
く
こ
と
」
だ
っ
た
。

　「
私
は
保
健
体
育
科
で
、
板
谷
先
生

は
英
語
科
と
、
担
当
教
科
が
異
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
２
人
に
と
っ
て
有
意

義
な
こ
と
は
、
改
ま
っ
て
１
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
こ
と
な
ど
で

は
な
く
、
毎
日
、
短
時
間
で
も
よ
い
か

ら
雑
談
を
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
中

本
先
生
）

　「
中
本
先
生
と
は
同
じ
学
年
団
で
す

か
ら
、
行
事
な
ど
に
つ
い
て
も
話
し
ま

し
た
が
、
学
校
と
は
関
係
の
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
話
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

私
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
の
大
変

さ
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、
中
本
先
生

の
経
験
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
生
活
の
悩
み
や

仕
事
で
の
弱
音
な
ど
、
職
員
室
で
は
あ

ま
り
話
題
に
し
な
い
こ
と
を
話
す
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
と
て
も
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
」（
板
谷
先
生
）

　
２
人
は
１
年
間
、
毎
朝
欠
か
さ
ず
雑

談
を
し
な
が
ら
階
段
を
上
っ
た
。

　「
メ
ン
タ
ー
制
度
と
し
て
始
め
た
取

り
組
み
で
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
中

本
先
生
と
の
心
地
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
で
し
た
し
、
だ
か
ら
こ

そ
続
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
毎

朝
の
雑
談
は
本
当
に
楽
し
く
て
、
た
と

え
自
分
が
先
に
教
室
に
行
く
準
備
が
で

き
た
と
し
て
も
、
職
員
室
で
中
本
先
生

の
準
備
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し

た
」（
板
谷
先
生
）

　
毎
朝
の
雑
談
を
土
台
に
関
係
性
が
深

ま
る
に
つ
れ
て
、
中
本
先
生
と
板
谷
先

隣
の
ク
ラ
ス
の
担
任
で
、
当
時
教
職
５

年
目
の
板い

た

谷だ
に

和
輝
先
生
だ
っ
た
。

　
徳
島
県
が
実
施
す
る
メ
ン
タ
ー
制
度

で
は
、
先
輩
と
後
輩
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
む
の
か
は
、
自
分
た
ち
で

決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
当
初
２

人
は
、
学
校
行
事
の
運
営
を
メ
ン
タ
ー

制
度
を
取
り
入
れ
な
が
ら
行
う
予
定

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
の
中
止

や
延
期
が
相
次
ぎ
、
思
う
よ
う
に
い
か

2
学
年
担
任

板
谷
和
輝　

い
た
だ
に
・
か
ず
き

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
英
語
科
。

1
学
年
学
年
付

中
本
浩
平　

な
か
も
と
・
こ
う
へ
い

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
保
健
体
育
科
。

設
立
　 

１
８
７
５
（
明
治
８
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
応
用
数
理
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
１
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公

立
大
は
、
名
古
屋
大
、
神
戸
大
、
岡
山
大
、
広
島

大
、
徳
島
大
、
鳴
門
教
育
大
、
香
川
大
、
九
州
大
な

ど
に
１
４
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、

東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館

大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ

３
９
２
人
が
合
格
。

学
校
概
要

中堅教師と
若手教師がペアになり、

雑談を通して
教育の知見を広げる

徳島県立城南高校

徳島県では、先輩教師（メンター）と後輩教師（メン

ティー）がチームを組み、研修や個別支援を行う「メ

ンター制度」の実施を、県内の学校に推奨している。

同制度には、若手教師の資質・能力の向上や精神的孤

立の防止、ロールモデルとの出会い、そして、中堅教

師のミドルリーダーとしての成長などのねらいがあ

る。2021 年度、メンター制度を実際に体験した徳島

県立城南高校の２人の教師に話を聞いた。

C A S E  2
１
年
間
、
毎
朝
欠
か
さ
ず

雑
談
を
し
な
が
ら
教
室
へ
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よ
う
に
接
し
て
い
く
と
よ
い
の
か
が
見
え

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」（
中
本
先
生
） 

　
21
年
度
の
３
学
期
の
全
校
球
技
大
会

が
中
止
と
な
っ
た
時
に
、「
生
徒
が
仲

間
や
先
生
と
一
体
感
を
味
わ
え
る
機
会

を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
、
中
本
先

生
と
板
谷
先
生
は
、
学
年
独
自
の
ク
イ

ズ
大
会
の
企
画
を
立
案
し
た
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
校
内
放
送
を
使
っ
て
、

物
理
的
な
距
離
を
保
ち
な
が
ら
、
教
師

と
生
徒
や
生
徒
間
の
心
の
距
離
を
近
づ

け
る
企
画
を
考
え
ま
し
た
。
中
本
先
生

と
毎
朝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

中
で
、
一
体
感
を
味
わ
え
る
行
事
が
生

徒
た
ち
に
は
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
、

共
通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
」（
板
谷
先
生
）

　
毎
朝
の
と
り
と
め
の
な
い
短
時
間
の

雑
談
が
、
な
ぜ
、
生
徒
理
解
の
深
化
や

新
し
い
活
動
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
っ
た

の
か
。
２
人
は
、
担
当
す
る
教
科
、
そ

し
て
教
師
と
し
て
の
タ
イ
プ
が
違
っ
た

か
ら
こ
そ
、
気
軽
な
内
容
の
会
話
が
多

く
な
り
、
そ
れ
が
奏
功
し
た
の
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。

　「
同
じ
保
健
体
育
科
の
先
生
と
の
会

話
の
方
が
、
授
業
改
善
の
具
体
的
な
方

法
な
ど
、
自
分
の
教
育
活
動
に
直
結
す

る
話
題
が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

英
語
科
の
板
谷
先
生
と
話
す
中
で
、
海

外
留
学
な
ど
、
な
か
な
か
学
ぶ
機
会
が

な
か
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
知
見
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
形
で
、
教
師
と
し
て
の
幅
が

広
が
っ
た
気
が
し
ま
す
」（
中
本
先
生
）

　「
中
本
先
生
は
、
生
徒
を
引
き
締
め

る
時
の
声
か
け
な
ど
、
私
が
不
得
意
な

部
分
が
上
手
で
す
。
中
本
先
生
が
自
分

と
違
う
タ
イ
プ
の
メ
ン
タ
ー
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
朝
の
雑
談
の
中
で
学
べ
た
こ

と
が
多
く
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
１
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
２
人
と

も
、『
何
か
を
教
え
よ
う
』『
何
か
を
得

よ
う
』
な
ど
と
気
負
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
中
本
先
生

に
、
自
分
の
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た

か
っ
た
し
、
中
本
先
生
の
話
を
聞
き
た

か
っ
た
、
そ
れ
だ
け
で
す
。
雑
談
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
視
点
で
の
気
づ

き
を
得
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
研

究
授
業
な
ど
と
は
ま
た
違
っ
た
、
楽
し

い
学
び
の
場
で
し
た
」（
板
谷
先
生
）

生
は
、
ク
ラ
ス
を
超
え
た
支
援
を
し
合

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
中
本
先
生
か
ら
、『
板
谷
先
生
の
ク

ラ
ス
の
○
○
さ
ん
が
、
昨
日
の
授
業

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た

よ
』
な
ど
と
、
私
が
気
づ
い
て
い
な
い

生
徒
の
長
所
を
教
え
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
翌
日
以
降
の
生
徒
へ
の
声

か
け
を
見
直
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
自
分
と
は
異
な
る
視
点
で
の
気
づ

き
を
共
有
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
徒

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
」（
板
谷
先
生
）

　
メ
ン
タ
ー
制
度
は
、
中
本
先
生
に

と
っ
て
も
学
び
の
機
会
と
な
っ
た
。

　「
教
壇
に
立
つ
時
、
教
師
は
１
人
で

40
人
の
生
徒
と
向
き
合
い
ま
す
。
孤
独

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、『
教

師
と
し
て
の
自
分
の
あ
り
方
は
こ
れ
で

よ
い
の
だ
ろ
う
か
』
と
考
え
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
板
谷
先
生
は
、
生

徒
と
同
じ
目
線
で
、
生
徒
の
心
に
響
く

よ
う
に
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
先
生

な
の
で
、生
徒
と
の
距
離
の
取
り
方
は
、

私
に
と
っ
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、板
谷
先
生
と
の
関
係
を
通
し
て
、

今
後
、
ほ
か
の
若
手
の
先
生
た
ち
と
接

す
る
時
も
、
そ
の
先
生
の
個
性
や
ペ
ー

ス
を
理
解
し
、
尊
重
す
る
な
ど
、
ど
の

私と中本先生との取り組みは、毎日の放課後に改まって行う 10

分間の面談などではなく、教室に行く時間を使うだけでしたから、

負担感はありませんでした。毎日だけど、無理がなかったから楽
しく続けられたのでしょう。ただ、毎朝の雑談は、自分にはプラ
スでしたが、朝は授業準備など、自分の時間に使いたいと考える

先生もいるはずです。悩みを気軽に相談できる場は大切ですが、
どのような場が合うかは人それぞれなので、そうした場は複数パ
ターンの選択肢があった方がよいと思います。（板谷先生）

読者の先生方へ！ ワンポイントアドバイス
毎朝、２人で雑談をしながら上った教室までの階段。わず
かな時間だったが、様々な気づきを２人にもたらした。

担
当
教
科
や
タ
イ
プ
が
異
な
る
同
僚
に

多
く
の
気
づ
き
を
も
ら
っ
た
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田
澤
里さ

と

喜き

園
長
が
進
め
て
き
た
園
内

改
革
の
１
つ
が
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
か

ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
組
織
へ
の
転
換

だ
。
ト
ッ
プ
か
ら
の
指
示
が
多
い
と
、

保
育
者
が
受
け
身
に
な
り
、
や
り
が
い

を
十
分
に
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
と
考
え

た
か
ら
だ
。
田
澤
園
長
は
、
年
少
、
年

そ
の
中
で
田
澤
園
長
が
繰
り
返
し
口

に
し
た
の
が
、「
失
敗
し
て
も
大
丈
夫
」

と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。

　「
幼
児
教
育
に
お
け
る
学
び
は
、
子

ど
も
の
日
々
の
遊
び
の
中
に
生
ま
れ
ま

す
が
、
遊
び
も
学
び
も
保
育
者
の
思
い

通
り
に
い
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
失
敗

の
連
続
で
す
。
失
敗
し
た
ら
、『
次
は

ど
う
し
よ
う
か
』
と
、
保
育
者
も
子
ど

も
と
一
緒
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

主
体
的
な
活
動
に
は
、
試
行
錯
誤
は
つ

き
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
試
行
錯
誤
を

認
め
る
保
育
者
を
目
指
す
の
な
ら
ば
、

保
育
者
同
士
で
も
試
行
錯
誤
を
認
め
合

お
う
と
話
し
ま
し
た
」（
田
澤
園
長
）

　
年
中
組
学
年
主
任
の
小
林
彩
加
先
生

は
、
田
澤
園
長
か
ら
、
何
度
も
「
失
敗

し
て
も
い
い
」
と
言
わ
れ
た
と
語
る
。

　「
さ
ら
に
、
周
り
の
先
生
た
ち
か
ら

も
、『
失
敗
す
る
の
は
あ
た
り
前
だ
よ
』

『
周
り
を
頼
れ
ば
い
い
か
ら
』
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
不
安

が
な
く
な
り
、
仕
事
を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
田
澤
園
長
は
、「
困
っ
た
時

は『
助
け
て
』と
言
え
る
保
育
者
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

　「
う
ま
く
説
明
で
き
な
く
て
も
い
い

か
ら
、『
大
変
で
す
』
と
言
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
が
ど
う
大
変

か
を
解
き
ほ
ぐ
す
の
が
、
先
輩
保
育
者

の
役
割
で
す
か
ら
」

　
田
澤
園
長
は
改
革
の
１
つ
と
し
て
、

行
事
の
精
選
に
も
取
り
組
ん
だ
。
　

　「
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の
目
的
や
ね
ら

い
を
保
育
者
と
確
認
し
、
現
場
の
負
担

感
も
勘
案
し
て
、『
保
護
者
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
か
ら
』
と
い
っ
た
、
子
ど

も
を
主
語
に
し
た
目
的
や
ね
ら
い
で
は

な
い
行
事
は
、
見
直
し
た
り
、
廃
止
し

た
り
し
ま
し
た
」

中
、
年
長
そ
れ
ぞ
れ
に
学
年
主
任
を
配

置
し
、
全
学
年
を
俯
瞰
的
に
見
る
統
括

主
任
と
副
園
長
を
置
い
た
。
そ
し
て
、

園
長
か
ら
は
、
幼
児
教
育
の
理
念
や
考

え
方
に
関
す
る
こ
と
は
発
信
す
る
が
、

日
々
の
保
育
に
お
け
る
細
か
な
指
示
を

出
す
こ
と
は
控
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
学
年
主
任
を
中
心
に
現
場
を
任
せ
た

こ
と
で
、
保
育
者
た
ち
は
徐
々
に
自
分

た
ち
で
考
え
、
動
く
よ
う
に
な
っ
た
。

年
中
組
学
年
主
任

小
林
彩
加　

こ
ば
や
し
・
あ
や
か

教
職
歴
６
年
。
同
園
に
赴
任
し

て
７
年
目
。

園
長田澤

里
喜　

た
ざ
わ
・
さ
と
き

教
職
歴
26
年
。
同
園
に
赴
任
し

て
27
年
目
。

設
立
　 

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年

園
児
数
　
１
学
年
約
75
人

園
概
要

ボトムアップ型の
組織への転換と
子ども目線での
行事の精選を敢行

東京都・私立東
ひがし

一
い ち

の江
え

幼稚園

幼稚園教諭や保育教諭は、「子どものために」と思う

があまり働きすぎて、心身に支障をきたしてしまうこ

ともあり、それが人材が定着しない一因となっている。

学校種は異なるが、高校教師も同様の課題を抱えてい

ると言えるだろう。そうした状況を改善するには、ボ

トムアップ型の組織であることや増えすぎた行事の見

直しが必要と考え、園内改革を進めていった東一の江

幼稚園の園長とミドルリーダーの教諭に話を聞いた。

C A S E  3
「
失
敗
し
て
も
大
丈
夫
」
と
、

園
長
が
言
い
続
け
る

行
事
を
精
選
し
た
こ
と
で
、

話
題
の
中
心
が
子
ど
も
に
な
っ
た
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C O L UMN

　
行
事
が
多
い
と
、
こ
な
す
こ
と
に
精

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
保
育
者
が
や
り
が

い
を
感
じ
に
く
く
な
る
と
い
う
懸
念
も

あ
っ
た
が
、
行
事
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
保
育
者
の
日
々
の
会
話
の
中
身

が
変
わ
っ
た
と
い
う
。

　「
行
事
が
多
か
っ
た
時
は
、
先
生
た

ち
は
行
事
の
運
営
に
つ
い
て
の
話
ば
か

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
行
事

が
精
選
さ
れ
、
余
裕
が
生
ま
れ
る
と
、

子
ど
も
の
様
子
を
よ
く
話
す
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
目
の
前
の

子
ど
も
が
何
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
え
ば
学
び

が
深
ま
る
の
か
を
、
丁
寧
に
話
し
合
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
小
林
先
生
）

　
行
事
の
見
直
し
は
今
も
続
く
。

　「
以
前
、後
輩
の
保
育
者
が
私
に
、『
年

度
末
の
活
動
発
表
会
で
は
、
な
ぜ
、
子

ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て

る
の
で
す
か
？
』と
尋
ね
て
き
ま
し
た
。

確
か
に
、
普
段
の
活
動
を
発
表
さ
せ
る

こ
と
が
ね
ら
い
な
の
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ

わ
ざ
普
段
と
は
違
う
場
を
つ
く
り
、
子

ど
も
を
緊
張
さ
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
翌
年
か
ら
は
改
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
些
細
な
こ
と
で
す
が
、

子
ど
も
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
を

考
え
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
行
事
の
見
直
し

は
で
き
る
は
ず
で
す
」（
小
林
先
生
）

　
教
育
の
現
場
は
、
過
去
の
「
こ
の
活

動
は
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
成
功
体
験

が
積
み
重
な
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、
肥
大

し
が
ち
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
若
い
保
育

者
の
素
朴
な
疑
問
を
吸
い
上
げ
、
み
ん

な
で
考
え
て
い
く
こ
と
で
、
組
織
が
強

く
な
っ
て
い
く
と
田
澤
園
長
は
語
る
。

　「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

教
育
を
、
先
生
方
が
無
理
の
な
い
形
で

実
践
し
て
い
く
た
め
に
は
、
管
理
職
が

現
場
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

　
そ
も
そ
も
幼
児
教
育
で
は
、
日
々
の

遊
び
の
中
の
学
び
が
大
切
で
あ
り
、
行

事
が
多
す
ぎ
る
と
、
日
々
の
遊
び
に
悪

い
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
田
澤
園
長

は
考
え
て
い
る
。

　「
園
で
の
子
ど
も
の
遊
び
は
、『
昨
日

の
続
き
を
や
ろ
う
』
と
い
っ
た
、
連
続

性
の
あ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
行
事

が
多
す
ぎ
る
と
、
遊
び
の
中
の
学
び
の

連
続
性
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
日
々
の
遊
び
の
中
の
学
び

を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
行
事
を
精

選
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　田澤園長が心がけているのは、できるだけ保育室を回り、
子どもと保育者のよい関係を見ることだ。カメラを手に園内
を歩き、心を動かされた子どもの表情や保育者の支援の瞬間
を写真に収めて、後日、園内で紹介することで、園として大
切にしたい保育観の共有につなげることも多い。
　「素敵だなと思った場面を撮影し、後でその場面に関係す
る先生を、『保育室のあの掲示、わくわくするね』などと褒
めるようにしています。そうしたことを続けたところ、最近、
保育者から、『園長、うれしいです。褒めるのが上手になり
ましたよ』と、逆に私が褒められました」（田澤園長）
　「園長に褒められると、小さな工夫に気づいてくれたんだ
と、うれしい気持ちになりますし、自分から園長に、『こん
な工夫をしてみましたが、どう思いますか？』と話しかけた
くなるのです」（小林先生）

日々の教育活動の工夫を褒めることで、
管理職と現場の関係が豊かに

子どもにはできるだけのことをしてあげたいのですが、常に

100 点を目指していては持続可能なものになりません。とは言

え、杓子定規に「定時だから帰りなさい」などと言っては、保

育者のやりがいを損ねてしまいますので、子どものために頑張
る保育者を応援する一方で、時には「そのこだわりは必要？」
などと肩の力を抜くような声かけをしています。「省いても子ど
もに同じ効果を与えられる部分はどこか」と知恵を絞れば、新

しいアイデアも生まれてくるはずです。（田澤園長）

読者の先生方へ！ ワンポイントアドバイス

種を埋めた場所を踏まないよう
にと、5歳児が書いた看板。文字
を正しく書けているかどうかよ
りも、「文字で示して思いを伝
えたい」という欲求から生まれ
た行為に価値があるということ
を保育者に伝えようと、田澤園
長が写真に収め、共有した。

が
大
切
で
す
。
そ
れ
も
、『
改
善
す
べ

き
点
は
？
』
な
ど
と
改
ま
っ
て
聞
く
の

で
は
な
く
、
保
育
者
が
そ
の
時
に
話
し

た
い
言
葉
に
耳
を
澄
ま
す
の
で
す
。
本

園
で
は
学
期
に
１
回
、
保
育
者
と
私
が

面
談
を
し
ま
す
が
、
私
は
い
つ
も
、『
最

近
、
ど
う
で
す
か
』
と
だ
け
聞
い
て
い

ま
す
。
ど
の
保
育
者
も
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
話
し
て
く
れ
ま
す
し
、
そ
の
中
で

私
も
、
た
く
さ
ん
の
気
づ
き
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
」
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え
、
ア
ク
セ
ル
を
思
い
切
り
踏
む
べ
き

と
こ
ろ
と
緩
め
る
と
こ
ろ
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
教
育
活
動
の
精

選
に
着
手
し
ま
し
た
（
図
１
）」

　
改
革
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
の
は
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
＊
）
だ
。
21
年
度

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
の
中
で
も
、
特
に

思
考
力
と
主
体
性
の
育
成
を
重
視
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
し
か
し
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
具
現
化
の
軸
と

し
て
力
を
入
れ
よ
う
と
掲
げ
た
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
を
、
教
師
た
ち
が

負
担
に
感
じ
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た

と
、21
年
度
の「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
進
路
指
導

主
事
の
杉
山
由ゆ

紀き

先
生
は
明
か
す
。

　「
３
年
前
に
本
校
に
赴
任
し
た
時
、

　
２
０
２
１
年
度
か
ら
、「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
を
自
校
の
特
色
化
・
魅

力
化
の
中
核
に
据
え
た
学
校
改
革
に
取

り
組
む
、
静
岡
県
立
富
士
東
高
校
。
急

速
に
変
化
す
る
予
測
不
可
能
な
社
会
に

対
応
し
、
自
ら
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
資
質
・
能
力
を
生

徒
に
育
み
た
い
と
い
う
同
校
の
教
師
た

ち
の
思
い
は
、
改
革
を
推
進
す
る
原
動

力
と
し
て
は
十
分
だ
っ
た
。
一
方
で
現

場
は
、
学
級
減
に
伴
う
教
員
定
数
減
と

い
う
切
実
な
問
題
も
抱
え
て
い
た
と
、

清
水
俊
幸
校
長
は
振
り
返
る
。

　「
だ
か
ら
こ
そ
、
本
校
が
果
た
す
べ

き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
見
据

＊　グランドデザインは、ウェブサイト 『VIEW next ONLINE』（https://view-next.benesse.jp/）からダウンロードできます。「TOP →学校教育情報誌『VIEW 
next』→高校向けバックナンバー」でご覧ください。

富士東高校における教育活動の精選の流れ図1

※学校資料を基に編集部で作成。

今、学校現場は、育成を目指す資質・能力を踏まえた、各教科や分掌、学年等の連携による教育課
程の編成・実施・改善の営みとして、「カリキュラム・マネジメント（以下、カリマネ）」に取り組
んでいる。カリマネの推進によって、生徒の学びや教師の指導はそれまでと大きく変わっていくが、
そうした変化と同時に、教師が一層生き生きと働くようになることで、次代の学校に欠かせない「持
続可能性」も高まっていくことが期待できる。

　 A N O T H E R  A P P R O A C H

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」を
軸
に
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
具
現
化

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
焦
点
化
し
、

教
育
活
動
の
精
選
と
教
育
力
の
向
上
を
推
進

静
岡
県
立
富
士
東
高
校

静
岡
県
立
富
士
東
高
校
で
は
、
生
徒
が
予
測
不
可
能
な
社
会
に
対
応
し
、
自
ら
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」を
軸
に
し
た
教
育
活
動
の
精
選
や
改
善
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
同
校
は
、生
徒
に
時
間
を
返
し
な
が
ら
、

教
師
一
人
ひ
と
り
が
「
教
職
生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
ら
れ
る
」、
新
し
い
学
校
へ
と
変
貌
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
。

カリキュラム・マネジメントを通してつくられる
持続可能な学校

2021年度2022年度

４月４月 ３月 ８月２月まで
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
焦
点
化

と
21
年
度
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策

定各
教
育
活
動
を
資
質
・
能
力
の
育
成
の

観
点
で
見
直
し
、
精
選
（
11
月
ま
で
）

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
さ
ら
な

る
焦
点
化
と
22
年
度
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
策
定

生
徒
会
主
体
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
点
検

◎
決
定
し
た
22
年
度
か
ら
の

　変
更
点
（
抜
粋
）

•

入
学
式
前
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
廃
止

•

始
業
時
間
の
５
分
前
倒
し
と
朝
読
書

の
廃
止
（
読
書
面
接
週
間
を
設
定
）

•

テ
ス
ト
の
実
施
の
厳
選
（
学
期

途
中
の
実
力
テ
ス
ト
の
廃
止
）

•

課
題
の
精
選
（
量
重
視
か
ら
質

重
視
へ
の
転
換
）

•

１
・
２
年
生
の
土
曜
補
講
廃
止

（
よ
り
一
層
の
授
業
の
充
実
）
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け
ら
れ
て
い
な
い
状
態
で
し
た
」

　
21
年
度
に
入
る
と
、
杉
山
先
生
を
始

め
と
す
る
６
人
の
教
師
は
、
持
続
可
能

な
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
、
積
極
的
に
他
校
視
察

を
行
っ
た
。
視
察
報
告
を
聞
い
た
多
く

の
教
師
か
ら
、「
生
徒
に
時
間
を
返
す

こ
と
が
必
要
だ
」
と
い
っ
た
声
が
上

が
っ
た
と
、伊
藤
直
美
副
校
長
は
語
る
。

　「
生
徒
が
主
体
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、

思
考
を
巡
ら
す
探
究
学
習
を
、
生
徒
は

も
ち
ろ
ん
、
教
師
も
楽
し
ん
で
い
る
事

例
を
杉
山
先
生
た
ち
か
ら
聞
く
中
で
、

『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』
に
生
徒
が

の
め
り
込
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
生
徒
に
も
教
師
に
も
、
も
っ
と
時

間
が
必
要
で
あ
り
、
課
題
や
補
講
、
校

内
テ
ス
ト
の
精
選
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し

た
。
生
徒
に
時
間
を
返
し
て
も
、
教
材

研
究
を
深
め
、授
業
改
善
を
進
め
れ
ば
、

生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
は
達
成
で
き

る
こ
と
も
、
他
校
視
察
の
成
果
を
聞
く

中
で
、
先
生
方
は
確
信
し
て
い
っ
た
よ

先
生
方
も
生
徒
も
疲
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
先
生
方
は
、『
生
徒
の

た
め
に
』
と
一
生
懸
命
な
の
で
す
が
、

課
題
や
補
講
、
校
内
テ
ス
ト
が
多
く
、

カ
リ
マ
ネ
の
軸
と
な
る
は
ず
の
『
総
合

的
な
探
究
の
時
間
』
に
十
分
に
手
を
か

う
に
思
い
ま
す
」

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
臨
時
休
業
の

経
験
を
通
じ
て
、
学
力
向
上
の
鍵
を
握

る
の
は
、
授
業
の
コ
マ
数
で
は
な
く
、

授
業
を
通
じ
て
育
成
を
目
指
す
生
徒
の

姿
の
明
確
化
と
、
適
切
な
授
業
設
計
で

あ
る
と
、
同
校
の
教
師
た
ち
は
理
解
し

て
い
た
。

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
軸
に

し
た
特
色
化
・
魅
力
化
の
ア
ク
セ
ル
を

強
く
踏
む
た
め
、
教
育
活
動
の
精
選
に

全
教
師
で
取
り
組
ん
だ
。

　「
21
年
度
８
月
、
す
べ
て
の
教
育
活

動
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で

掲
げ
た
資
質
・
能
力
の
育
成
に
寄
与
す

る
活
動
か
ど
う
か
、
全
教
師
で
点
検
を

行
い
ま
し
た
（
Ｐ
．14
図
２
）。
設
定
し

た
基
準
点
に
満
た
な
い
も
の
を
洗
い
出

し
、
９
月
以
降
は
廃
止
や
縮
小
、
ま
た

は
大
幅
改
善
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し

ま
し
た
」（
伊
藤
副
校
長
）

　
そ
う
し
て
、
22
年
度
か
ら
の
１・
２

年
生
の
土
曜
補
講
と
学
期
途
中
の
実
力

テ
ス
ト
の
廃
止
、
そ
し
て
、
課
題
の
精

教
務
課
（
授
業
研
究
推
進
リ
ー

ダ
ー
）、
２
学
年
担
任

渡
邉
　
潤　

わ
た
な
べ
・
じ
ゅ
ん

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
主
事
、
２
学
年
副
担
任

杉
山
由
紀　

す
ぎ
や
ま
・
ゆ
き

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
3
年
目
。
国
語
科
。

副
校
長

伊
藤
直
美　

い
と
う
・
な
お
み

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
2
年
目
。

校
長清水

俊
幸　

し
み
ず
・
と
し
ゆ
き

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

富士東高校のカリマネが
安心・安全な場づくりに結びついたポイント

育成を目指す
資質・能力を焦点化する

21 年度のグランドデザインの策定にあたって、育成を目指す資質・
能力を焦点化。特に、思考力と主体性の育成に重点を置き、「総合
的な探究の時間」を軸に、授業や学校行事の充実を図ることにした。

1

生徒と教師の現状に
合わせた手立てを講ずる

補講や定期考査以外のテストへの対応に、生徒、教師が追われて
しまい、教育活動の軸となるべき「総合的な探究の時間」を負担
に感じる状況になっていた。すべての教育活動を資質・能力の育
成の観点で見直し、精選を進めた。

2

学び続ける教師を支援する
仕組みをつくる

カリマネの推進においては、教師自身が学び続け、教育活動の改
善を継続していくことが欠かせない。「総合的な探究の時間」の進
捗状況、個々の授業改善、そして、先進校の指導事例などについ
て共有する教師向けの学校便りの発行や、教職員用談話スペース
の確保を行った。

3

※学校資料を基に編集部で作成。

設
立
　 

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
１
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
信
州
大
、
静
岡
大
、
愛
知
教
育
大
、
奈
良

女
子
大
、九
州
大
、静
岡
県
立
大
な
ど
に
57
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、青
山
学
院
大
、中
央
大
、法
政
大
、明
治
大
、

立
教
大
、
関
西
大
な
ど
に
延
べ
５
６
３
人
が
合
格
。

学
校
概
要

土
曜
補
講
や
一
律
の
課
題
を
廃
止

「
生
徒
に
時
間
を
返
す
」
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選
な
ど
の
方
針
が
固
ま
っ
た
。同
時
に
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
そ
の
も
の

に
お
い
て
も
、
１・
２
学
年
団
の
教
師

全
員
が
、
教
科
を
超
え
て
生
徒
の
伴
走

役
と
な
る
な
ど
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の

負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
、
教
師
自
身
も

探
究
学
習
を
楽
し
め
る
よ
う
な
体
制
を

構
築
し
て
い
っ
た
。

　
土
曜
補
講
を
廃
止
し
、
課
題
の
精
選

を
進
め
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
自
ら
自

分
に
必
要
な
学
習
を
考
え
、
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
と
、
教
務
課
の
渡
邉

潤
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
全
員
一
律
に
取
り
組
む
課
題
を
減

ら
し
た
分
、
プ
ラ
ス
α
の
位
置
づ
け
の

課
題
を
複
数
準
備
し
て
、
自
分
に
必
要

だ
と
思
っ
た
課
題
を
生
徒
が
選
ん
で
取

り
組
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

校
内
実
力
テ
ス
ト
の
過
去
の
良
問
な
ど

を
印
刷
し
て
、
空
き
教
室
に
置
く
よ
う

に
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
生
徒
が
週
末

課
題
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
」

　
ま
た
、
教
育
活
動
の
精
選
の
た
め
の

議
論
を
通
じ
て
、「
日
々
の
生
徒
の
様

子
を
じ
っ
く
り
と
見
取
る
時
間
が
も
っ

と
必
要
だ
」
と
い
っ
た
新
た
な
提
案
も

あ
っ
た
。そ
こ
で
、毎
日
始
業
時
に
行
っ

て
い
た
朝
の
職
員
会
議
を
月
曜
日
以
外

は
廃
止
。
担
任
が
す
ぐ
に
教
室
に
行
け

る
よ
う
に
し
た
。

　「
廃
止
や
削
減
ば
か
り
で
は
な
く
、

新
た
に
生
ま
れ
た
活
動
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
多
く
の
行
事
が
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
生
徒
同
士

が
交
流
で
き
る
場
が
必
要
だ
と
、
保
健

体
育
科
の
先
生
方
が
提
案
し
た
球
技
大

会
に
は
、
多
く
の
先
生
方
が
賛
成
し
、

実
現
し
ま
し
た
」（
杉
山
先
生
）

　
毎
朝
５
分
間
の
朝
読
書
を
廃
止
す
る

代
わ
り
に
、
４
月
に
読
書
面
接
週
間
を

新
た
に
設
け
た
。
30
分
間
の
読
書
時
間

中
、
担
任
が
別
の
教
室
で
個
人
面
談
を

行
っ
た
が
、
多
忙
な
４
月
に
生
徒
把
握

の
時
間
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
は
教
師
た

ち
に
と
て
も
好
評
だ
と
い
う
。
同
週
間

は
秋
、
冬
と
、
年
３
回
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
校
内
研
修
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る

拡
充
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
生
徒
の

あ
ら
ゆ
る
学
び
を
全
方
位
的
に
支
え
る

教
師
集
団
へ
と
成
長
を
図
る
た
め
に
、

学
校
改
革
と
並
行
し
て
、「
教
職
生
涯

を
通
じ
て
学
び
続
け
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、研
修
を
活
発
に
実
施
し
て
い
る
。

21
年
度
は
、「
指
導
と
評
価
」
に
つ
い

て
の
校
内
研
修
を
６
回
実
施
。
22
年
度

か
ら
は
、
校
内
推
進
体
制
を
整
え
、「
探

究
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
に
加
え
て
、
新
た

に
「
授
業
研
究
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
を
配

置
し
、
学
校
の
中
枢
に
あ
た
る
中
堅
教

師
が
そ
の
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
校
内
研
修
は
、
や
や
も
す
る
と

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
情
報
提
供
に
な
り
が

ち
で
、
参
加
す
る
私
た
ち
も
受
け
身

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
教
師
同
士
が
日
々
の
授
業
を
土
台

に
、
公
開
授
業
や
相
互
参
観
な
ど
を
通

し
て
授
業
研
究
を
進
め
、
指
導
と
評
価

を
テ
ー
マ
に
し
た
対
話
型
の
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
同
僚
性
を
高
め
な
が

ら
授
業
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
授
業
研
究
推
進
リ
ー

ダ
ー
・
渡
邉
先
生
）　

　
21
年
度
の
研
修
に
つ
い
て
、
渡
邉
先

生
は
、「
教
科
の
枠
を
超
え
て
、
先
生

方
が
研
修
の
後
も
ず
っ
と
話
し
込
ん
で

い
た
」と
振
り
返
る
。自
分
た
ち
の
日
々

育成を目指す資質・能力の観点からの各教育活動の点検図２

※学校資料を基に編集部で作成。

担
当

時
期
（
月
）

各教育活動

対象 グランドデザインに掲げた「育成を目指す資質・能力」との関係

1
年

2
年

3
年

職
員

中
学
生
・
保
護
者

主
体
性

思
考
力

情
報
収
集
能
力

自
己
管
理
能
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

表
現
力

分
析
力

自
己
実
現
能
力

実
践
力

人
間
関
係
形
成
力

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

社
会
参
画
意
識

論
理
性

合
計

教務 4 新入生オリエンテーション
総務 4 避難訓練
教務 4 初期指導
生徒 4 対面式　部紹介等

「育成できる」を１点、 「特に育成できる」を２点と点数化し、
全教師の点数の合計を一覧化

学
び
続
け
る
教
師
集
団
を
目
指
し
、

校
内
研
修
を
拡
充
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の
実
践
を
題
材
に
し
た
こ
と
で
、
ベ
テ

ラ
ン
教
師
と
若
手
教
師
が
自
校
の
生
徒

の
姿
を
念
頭
に
闊
達
に
語
り
合
う
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
授
業
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
、
ベ

テ
ラ
ン
教
師
が
若
手
教
師
に
意
見
を
求

め
る
場
面
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　
21
年
度
の
他
校
視
察
の
報
告
の
際

は
、
他
校
の
取
り
組
み
を
自
校
の
生
徒

に
落
と
し
込
ん
で
語
り
合
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
た
と
杉
山
先
生
は
語
る
。

　「
全
体
に
向
け
て
の
報
告
の
場
だ
け

で
な
く
、
職
員
室
で
の
雑
談
の
中
で

も
、
視
察
を
通
じ
て
自
分
が
感
じ
た
こ

と
を
、
先
生
方
に
率
直
に
話
す
よ
う
に

心
が
け
ま
し
た
。
他
校
の
実
践
に
つ
い

て
、
視
察
し
て
き
た
私
た
ち
が
、『
こ

う
い
う
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
』『
本
校

も
こ
う
す
べ
き
だ
』
と
い
っ
た
調
子
で

紹
介
し
続
け
る
と
、
聞
い
て
い
る
先
生

方
は
、『
本
校
と
は
教
師
の
人
数
が
違

う
』『
あ
の
学
校
は
特
別
な
予
算
が
あ

る
か
ら
』
な
ど
と
言
っ
て
、
受
け
入
れ

た
く
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、雑
談
の
中
で
、『
あ

れ
は
大
変
だ
よ
ね
』
な
ど
と
こ
ぼ
し
、

『
で
も
、
や
っ
た
方
が
よ
い
と
は
思
う

ん
で
す
よ
ね
』な
ど
と
語
っ
た
こ
と
で
、

全
員
が
少
し
ず
つ
、『
何
と
か
し
よ
う
』

と
い
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
て
い
け
た
の

で
し
ょ
う
。
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
だ
け
で

は
な
く
、
雑
談
の
中
で
も
正
直
な
思
い

を
語
り
合
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
重
要

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
学
校
を
教
師
が
学
び
続
け
る
場
と
す

る
た
め
に
は
、
校
内
で
の
教
師
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
極
め
て
重
要
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
、
教
師
同
士

が
語
り
合
う
機
会
の
十
分
な
確
保
は
困

難
だ
。
そ
こ
で
同
校
で
は
、
伊
藤
副
校

長
が
中
心
と
な
っ
て
、
教
師
向
け
の
学

校
便
り
「
し
の
の
め
だ
よ
り
」
を
発
刊

し
て
い
る
（
図
３
）。
各
学
年
の
探
究

学
習
の
進
捗
状
況
や
各
教
師
の
授
業
改

善
の
取
り
組
み
を
見
え
る
化
し
、
校
内

の
情
報
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
で
、
若

手
を
始
め
と
す
る
全
教
師
の
目
線
を
合

わ
せ
た
い
と
考
え
た
の
だ
。「
し
の
の

め
だ
よ
り
」
で
は
、
伊
藤
副
校
長
が
他

校
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
得
た
先
進
的

な
取
り
組
み
事
例
な
ど
も
紹
介
し
て
い

る
。

　「
伊
藤
副
校
長
が
自
ら
本
校
の
取
り

組
み
を
取
材
し
て
記
事
に
し
て
お
り
、

様
々
な
実
践
を
知
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
伊
藤
副
校

長
の
視
点
を
借
り
て
授
業
実
践
を
読
み

解
く
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
学
び
は
多

く
、
学
校
全
体
の
方
針
を
具
体
的
な
授

業
と
結
び
つ
け
な
が
ら
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
」（
渡
邉
先
生
）

　
２
年
目
に
入
っ
た
改
革
に
つ
い
て
、

清
水
校
長
は
、「
成
果
を
検
証
し
て
い

く
の
は
こ
れ
か
ら
」
と
断
っ
た
上
で
、

「
先
生
方
の
表
情
は
確
か
に
明
る
く

な
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

　「
今
ま
で
は
、
多
く
の
教
育
活
動
を
こ

な
す
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
け
れ

ど
も
、
今
は
一
人
ひ
と
り
の
先
生
方
が
、

自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
し
て
く
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。仕
事
量
は
大
き
く
減
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仕
事
の

内
容
や
質
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
先
生

方
の
心
持
ち
も
変
わ
り
、負
担
感
が
減
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

持
続
可
能
性
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
学
校
が
、
次
代
を
生
き

る
力
を
生
徒
に
育
む
場
で
あ
る
の
な
ら

ば
、
そ
こ
で
働
く
先
生
方
が
主
体
的
に

働
け
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
改
革
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

教師向けの学校便り「しののめだより」図３

※学校資料をそのまま掲載。

校
内
の
実
践
を
共
有
し
、

安
心
し
て
挑
戦
で
き
る
風
土
に
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教
師
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

援
す
る
、
や
り
が
い
が
と
て
も
大
き
な

職
業
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
や
り
が
い

の
大
き
さ
は
、
時
と
し
て
、
教
師
に
マ

イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
こ
と
を
大
切
に
考
え
る

が
あ
ま
り
に
、
限
界
を
超
え
る
ほ
ど
頑

張
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
は
、
生

に
報
告
し
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
や
り

が
い
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
よ
く
分
か

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
」
と
い
っ
た
思
い
を
抱
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
疲
弊
し
て
い
る
教

師
が
少
な
く
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
教
師
の
仕
事
に
つ
い
て
、
私
が
特
に

心
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
責
任
も
や
り

が
い
も
大
き
い
半
面
、
孤
立
し
や
す
い

と
い
う
点
で
す
。採
用
試
験
に
合
格
し
、

教
壇
に
立
っ
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
生
徒

や
保
護
者
、
同
僚
か
ら
「
先
生
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、本
人
も
周
囲
も
、

「
先
生
だ
か
ら
で
き
て
あ
た
り
前
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
疑
問
や
悩
み
が

あ
っ
て
も
周
り
に
相
談
せ
ず
、
１
人
で

抱
え
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
な
り
が
ち

で
す
。

　
少
し
古
い
調
査
で
す
が
、
平
成
25
年

3
月
の
文
部
科
学
省
「
教
職
員
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
検
討
会
議
」
の
最
終

ま
と
め
に
よ
る
と
、「
仕
事
や
職
業
生

活
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
を
相
談
で
き
る

者
の
有
無
」
に
対
す
る
回
答
で
、
相
談

で
き
る
人
が
い
る
と
答
え
た
の
は
、
一

般
企
業
の
労
働
者
が
89
・
０
％
だ
っ
た

の
に
対
し
て
、
教
職
員
は
45
・
９
％
で

し
た
。
若
手
教
師
は
、「
分
か
ら
な
い

こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
自
分

で
頑
張
ろ
う
」、ベ
テ
ラ
ン
教
師
は
、「
自

分
に
は
自
分
の
や
り
方
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
こ
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
い
っ
た
思

考
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
ど
ち
ら
も
孤
立
し
て
い
る
状
態
と
言

え
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
授
業
や
学
校
行

事
の
あ
り
方
が
変
わ
り
、
１
人
１
台
端

末
の
整
備
や
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実

施
な
ど
、
学
校
現
場
は
今
、
大
き
な
変

徒
が
か
か
わ
る
事
象
を
自
分
自
身
の
こ

と
と
し
て
捉
え
て
し
ま
う
、「
自
我
関

与
」
の
傾
向
が
強
い
た
め
で
す
。

　
高
校
教
師
に
な
っ
た
、
私
の
教
え
子

の
１
人
は
、
仕
事
が
ハ
ー
ド
で
あ
っ
た

が
た
め
に
、
新
採
１
年
目
に
５
キ
ロ
以

上
痩
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、

「
卒
業
式
の
日
に
生
徒
か
ら
、『
僕
み
た

い
な
生
徒
を
見
捨
て
な
い
で
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
言
わ

れ
た
ん
で
す
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に
私

かたやま・のりこ
京都教育大学 連合教職実践研究科 生徒指導
力高度化コース 教授。編著書に、『職員室を
つくる承認の科学−学校を働きがいのある
職場にするためのヒント』（ジダイ社）、『やっ
てるつもりのチーム学校−協働が苦手な先
生たちも動き出す校内連携のヒント』（学事
出版）などがある。

ビジョンを共有し、
互いを認め合いながら、

持続可能な
教師集団をつくる

京都教育大学 連合教職実践研究科 教授
片山紀子

前ページまでの4つの事例から、教師間におけ

る豊かなコミュニケーションを通じた安心・安全

な人間関係の構築や、教師が日々の業務の負担を

軽減しながら、生徒たちと向き合う時間を確保す

るための教育活動の精選が、持続可能な教師・学

校であるために必要な要素であることが見て取れ

た。では、そうした要素を実現するにはどのよう

な考え方や方法が求められるのだろうか。学校に

おける「チームづくり」の支援に取り組む、京都

教育大学の片山紀子教授に聞いた。

識者解説

教
師
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く

変
化
に
対
峙
で
き
る
職
員
室
に
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化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
授
業
、
学
級

経
営
、
そ
し
て
地
域
連
携
で
も
、
新
し

い
取
り
組
み
や
、
検
討
を
し
続
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
山
積
し
て
い
る

中
、
教
師
に
は
、「
ワ
ン
オ
ペ
」
か
ら

の
脱
却
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
個
々
の
教
師
が
個
別

に
力
を
発
揮
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

う
し
た
教
師
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
力
を

結
集
さ
せ
、
相
乗
的
に
高
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
組
織
を
、
意
図
的

に
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
考
え

方
や
方
法
を
、
主
に
管
理
職
や
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
の
視
点
で
説
明
し
ま
す
。

　
教
師
が
孤
立
し
な
い
学
校
、
職
員
室

（
図
１
）
は
、
意
図
的
に
つ
く
っ
て
い

く
も
の
で
す
。
放
っ
て
お
い
て
は
よ
い

人
間
関
係
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
ま
ず

は
管
理
職
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
教
師

が
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
教
師
が
孤
立
し
な
い
学
校
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
必
要

で
す
。
こ
こ
で
言
う
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、

「
私
た
ち
の
学
校
の
生
徒
が
、こ
う
な
っ

ご自身が勤める学校の職員室の状態を、下の表でチェックすると、どのフェーズに該当するでしょうか。フェーズ 0 が１番よい状
態で、教師一人ひとりが主体性を持ちながらも、孤立せずに働くことができている職員室です。そしてフェーズ３が、１番苦しい
状態の職員室です。もしかすると、「私の学校の職員室はフェーズ 3 か 2 だ」といった先生もいらっしゃるかもしれません。しかし、
決して過度に悲観しないでください。フェーズを下から上に上げていくためには、うまくいくように校内のシステムを整えること
がまず必要ですが、そこから先は、実はそれほど時間を要するわけではありません。なぜなら、互いに認め合う関係ができ始める
と、急速に職員室が楽しい場所になり、さらに、互いを認め合うようになるからです。大切なのは、自校の職員室がどのような状
態にあるのかを把握し、よりよくしていこうという気持ちを持つことです。（片山教授）

片山教授からのアドバイス 1
自校の職員室の「フェーズ」を知る

フェーズ 職員室の状態 教職員の状態 管理職の状態

フェーズ
０

認 められ 感
が あ り、 主
体 性 のある
職員室

■ 教職員同士が緩やかに認め合いながら、困り事などを相談する雑談が日
常的に多い。

■ 授業や諸活動に目標を持って取り組んでおり、自己効力感に満ちている。
学校に誇りを持っている。

■ 自分は何を期待されているのかが分かっており、職員室には柔らかな一
体感がある。

■ 教職員同士で問題を解決しようとする。

• ビジョンがあり、リーダーシップが取れてい
る。たとえ教職員と考えが一致しない場合
であっても、議論することを常としており、
コミュニケーションし続けようとする。

• 各場面でできるだけ前に出ず、教職員に任
せるようにしている。

• 教職員を認め、教職員が自己決定できるよ
うに自由を保障している。

フェーズ
１

認 められ 感
の あ る、 ま
あまあ 安 定
した職員室

■ 教職員同士に認め合う雰囲気がある。
■ 授業や諸活動に取り組み、自分に期待されていることを行う準備がある。
■ 教職員には、学校に対する大きな不満は特にない。その一方で、思考が

停止しやすく、前年度踏襲が多い。

• 校長と教頭のコミュニケーションが一定程
度取れて、ビジョンもリーダーシップもあ
る。ただし、やや硬直化したリーダーシッ
プである。

• 教職員を承認したり、自由を保障したりす
る点が、やや形式的である。

フェーズ
２

認 められ 感
が な く、 崩
壊 の 兆候が
見ら れる 職
員室

■ 職員室の居心地はあまりよくない。
■ できる先生とできない先生の区別が見えやすい。
■ 管理職や同僚から認められる機会が少なく、自分への期待を自覚しにくい。
■ 互いに意見を出すことを自重し、顔色をうかがいながら仕事をしている。
■ 教職員同士に認め合う雰囲気があまりなく、教職員間の悪口が時々聞こえ

る。
■ 教職員がグループ化しやすい。
■ 学年経営等、分掌が機能しにくくなり、生徒指導等の事後処理に追われて

いる。

• 校長にビジョンがなく、リーダーシップも弱
い。

• 校長は高圧的に命令しようとする。
• 校長はさほど危機感を持っていない。
• 教職員との関係はシラッとしていて、溝が

ある。

フェーズ
３

認 められ 感
の な い、 崩
壊した 職 員
室

■ 職員室に寄りつかない教職員が多い。
■ できる先生とできない先生がはっきりしている。
■ 教職員のグループ化も見えやすい。
■ 教職員同士に認め合う雰囲気はなく、教職員間の悪口やいじめが日常的

にある。
■ 教職員の中に不満がくすぶっており、職員室に笑い声がない。
■ 教職員は覇気がなく、疲れている。
■ 教職員の退職や異動の希望、精神性疾患による休職が続出する。

• 校長にはビジョンもリーダーシップもなく、
諦めモードである。

• 校長は校長室にこもりっきりで、教職員に
無関心だったり、反対に職員室に常時出入
りし、高圧的な態度で指示をしたり、ハラ
スメントをしたりしている。

※片山教授の資料を基に編集部で作成。

職員室のフェーズ図1

ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
に
よ
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
の
教
師
を
つ
な
ぐ

生き生きと働き続ける特集
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た
ら
い
い
な
」
と
い
っ
た
夢
、
生
徒
の

姿
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
は
、
育
成
を
目
指
す
生
徒
の
姿

を
描
く
こ
と
が
出
発
点
に
な
る
た
め
、

静
岡
県
立
富
士
東
高
校
（
P. 

12
〜
15
）

で
も
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

焦
点
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
た
教
育
活
動

の
精
選
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
東
京

都
・
私
立
東
一
の
江
幼
稚
園
（
P. 
10
〜

11
）
で
は
、
園
長
が
様
々
な
場
面
で
、

大
切
に
し
た
い
保
育
観
を
保
育
者
に
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
日
常

の
遊
び
を
分
断
さ
せ
な
い
視
点
で
の
行

事
の
精
選
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
土
台

に
あ
る
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
た
め
に
は
、
目
の

前
の
子
ど
も
を
よ
く
見
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
高
校
の
先
生
方
で
あ
れ
ば
、
一

口
に
「
生
徒
」
と
言
っ
て
も
、
そ
の
実

態
は
、
学
校
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
自
校
の
生
徒
を
ど
の
よ
う
に
育

て
て
い
く
の
か
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

く
た
め
に
は
、
日
々
の
生
徒
の
姿
を
つ

ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

し
、
そ
れ
は
一
部
の
教
師
の
力
で
で
き

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ョ
ン

を
と
も
に
描
き
、共
有
す
る
た
め
に
は
、

ベ
テ
ラ
ン
の
教
師
も
若
手
の
教
師
も
自

由
に
思
い
や
考
え
を
言
え
る
職
員
室
を

つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
年
齢
や
キ
ャ
リ
ア
の
違
い
を
超
え
て

自
由
に
語
り
合
え
る
場
を
意
図
的
に
つ

く
っ
た
事
例
が
、
福
井
県
・
私
立
福
井

南
高
校
（
P. 

６
〜
７
）
の
テ
キ
ス
ト

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
活
用
や
「
校
内
カ

フ
ェ
」、
徳
島
県
立
城
南
高
校
（
P. 

８

〜
９
）
の
メ
ン
タ
ー
制
度
で
す
。

　
し
か
し
、
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー

ル
や
メ
ン
タ
ー
制
度
を
導
入
し
さ
え
す

れ
ば
、
自
由
に
思
い
や
考
え
を
言
え
る

場
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

城
南
高
校
の
板
谷
和
輝
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
先
生
方
が
自

由
に
語
り
合
え
る
場
は
複
数
パ
タ
ー
ン

必
要
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
合

う
場
を
選
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
２
校
に
は
、
教
師
同

士
で
自
由
に
語
り
合
う
風
土
が
そ
も
そ

も
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

や
メ
ン
タ
ー
制
度
に
よ
っ
て
、
そ
の
風

土
が
さ
ら
に
豊
か
に
な
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
自
由
に
語
り
合
え
る
場
づ
く

り
は
大
切
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
を
う

ま
く
活
用
で
き
る
職
員
室
の
雰
囲
気
づ

く
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
教
師
同
士
が
自
由
に
語
り
合
う
風
土

を
つ
く
る
た
め
の
方
法
と
し
て
先
生
方

に
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、「
事
実
承
認
」

と
い
う
コ
ー
チ
ン
グ
の
手
法
で
す
。

　
事
実
承
認
は
、
文
字
通
り
、
相
手
の

行
っ
た
言
動
（
事
実
）
を
そ
の
ま
ま
承

認
す
る
こ
と
で
す
。「
今
日
も
元
気
そ

う
だ
ね
」「
難
し
そ
う
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
ね
」
な
ど
と
、
校
務
に

取
り
組
む
様
子
を
見
た
ま
ま
、
肯
定
的

に
言
葉
に
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
相

手
は
、「
自
分
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
見

て
く
れ
て
い
る
」
と
、
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。そ
れ
が
互
い
を
認
め
、

自
由
に
思
い
や
考
え
を
言
い
合
え
る
職

　教師一人ひとりが孤立せず、互いに認め合いながら働き続ける職場をつ
くる1つのアクションとして、「事実承認」を紹介しました。事実承認を通
じて、所属する学校、職員室をよりよくすることは確かに大切なことですが、
先生方には、自分の学校、職員室以外のコミュニティーに参加することも
お勧めしたいです。所属するコミュニティーが増えれば、当然、認められ
る機会が増え、その観点も多様になります。自校の職員室で持つものとは
異なる「認められている感覚」を味わえるのです。先生方が生徒に部活動
やボランティアの参加を勧めるのは、クラス以外のコミュニティーに参加
してほしいからだと思いますが、先生方にも同じことが言えるのではない
でしょうか。
　もちろん、異なる価値観や興味・関心を持つ人たちが所属するコミュニ
ティーに参加するのは勇気が必要でしょうから、無理をしてまで、学校と
全く無縁のコミュニティーに参加することはありません。徳島県立城南高
校（P.8〜 9）の中本先生も、担当する教科が異なる板谷先生との日々の会
話の中で、教師としての幅が広がったと語っています。校内の他教科、他
学年、他分掌の先生との会話を心がけてみるのもよいと思います。
　今まで自分が所属していたコミュニティーを離れ、それまでとは違った
視点で自分を振り返ると、ずっと気になっていたことが、「もしかすると大
したことではないのかも」と思えることもあるものです。いろいろな人と
話すことで、自分の見方・考え方が変わることはあるでしょうし、新しい
アイデアも浮かんでくると思います。（片山教授）

片山教授からのアドバイス 2
異なるコミュニティーへ参加してみる

管
理
職
、
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の

事
実
承
認
が
学
校
を
変
え
る
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員
室
づ
く
り
の
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　
事
実
承
認
を
行
う
た
め
に
は
、
相
手

の
こ
と
を
よ
く
見
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
普
段
の
職
員
室
で
の
ひ
と
言
も
事

実
承
認
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
ら
、
聞

て
行
い
ま
す
。「
○
○
先
生
、
い
い
笑

顔
で
す
ね
」「
○
○
先
生
の
今
の
指
摘

に
私
は
納
得
し
ま
し
た
」
と
、
事
実

を
言
葉
に
し
ま
す
。
最
初
は
互
い
に
ぎ

こ
ち
な
さ
を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
う
ち
に
慣
れ
、
職
員
室
の
雰

囲
気
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
１
、２

回
だ
け
事
実
承
認
の
声
か
け
を
し
て

「
何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
諦
め
て
し
ま

う
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
先

生
方
が
ク
ラ
ス
づ
く
り
に
時
間
を
か
け

る
よ
う
に
、
１
か
月
、
１
学
期
と
、
信

念
を
持
っ
て
続
け
て
く
だ
さ
い
。
必
ず

教
師
間
の
関
係
性
に
変
化
が
生
ま
れ
ま

す
。

　
今
回
の
事
例
は
、「
雑
談
」
と
い
う

言
葉
も
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
雑
談
は
自
由
な
お

し
ゃ
べ
り
で
す
が
、
雑
談
が
教
育
観
の

共
有
や
教
育
活
動
の
改
善
に
つ
な
が
る

の
は
、
教
師
た
ち
に
ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
事
実
承
認
を
行
い
、
互
い
が
認
め
合

う
安
心
感
を
味
わ
う
こ
と
で
、
教
師
一

人
ひ
と
り
が
思
い
や
考
え
を
言
い
や
す

く
な
れ
ば
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有
で
き
ま

す
。そ
う
す
る
と
、雑
談
が
今
ま
で
以
上

に
し
や
す
く
な
り
ま
す
。そ
う
な
れ
ば
、

P. 

17
図
１
で
示
し
た
職
員
室
の
フ
ェ
ー

ズ
は
大
き
く
改
善
す
る
は
ず
で
す
。

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
自
分
と
は
違
う

意
見
で
あ
っ
て
も
「
確
か
に
そ
う
い
う

考
え
も
あ
り
ま
す
ね
」
と
、
そ
の
存
在

を
承
認
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
自
分
の
心
に
留
ま
っ
た
事

実
を
相
手
に
伝
え
る
際
に
は
、「
ア
イ

メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
心
が
け
ま
す
。「
私
は
4

4

、

○
○
先
生
の
板
書
は
見
や
す
い
と
思
い

ま
す
よ
」「
昨
日
の
学
年
集
会
で
の
○

○
先
生
の
説
明
は
、
私
は
4

4

と
て
も
よ
く

理
解
で
き
ま
し
た
」
の
よ
う
に
、「
私
」

を
主
語
に
す
る
の
で
す
。

　
ま
た
、教
師
は
よ
く
、「
○
○
先
生
は
、

授
業
が
上
手
」「
○
○
先
生
は
、
生
徒

へ
の
声
か
け
が
う
ま
い
」
と
い
っ
た
言

い
方
を
し
ま
す
が
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う

に
よ
い
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
教
育
効
果
が
表
れ
て
い
る
の
か

を
具
体
的
に
言
葉
に
す
る
こ
と
で
、
相

手
の
自
己
効
力
感
、
自
己
肯
定
感
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
昨
年
は
こ
れ

だ
け
で
き
て
い
た
け
れ
ど
、
今
年
は
さ

ら
に
こ
れ
も
で
き
た
の
で
す
ね
」
な
ど

と
、
他
者
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
人
自
身
の
進
歩
を
認
め
て
あ
げ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
事
実
承
認
は
、
管
理
職
や
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
が
職
員
会
議
な
ど
で
率
先
し

学校を教師にとって持続可能な場所とするために
は、教師間の豊かなコミュニケーションや教育活
動の精選などが欠かせない。しかし、それらを実
践していくためには、管理職やミドルリーダーが、
以下のようなステップで、教師間のつながりを
じっくりと強めていく必要がある。

❶ 認め合える人間関係を構築
事実承認を大切にし、日々の学校生活の中で互い
を認め合う声かけを行うことで、教師一人ひとり
における学校の居心地のよさを高める。

❷ 生徒を話題にビジョンを語り、共有する
互いを認め合う風土を職員室に育みながら、年齢
やキャリアの違いを超えて、「生徒にはこのように
なってほしい」と、目標とする生徒像を語り合う。

❸ 自校に合った施策を検討
互いに認め合う関係の中で共通のビジョンを描け
たら、教育活動の精選や校内研修、教師間のコミュ
ニケーションのあり方などを具体的に検討する。
※片山教授への取材を基に編集部で作成。

教師が生き生きと働く、
持続可能な学校づくりのための

３つのステップ

「職員室を先生たちの学びの場に」をテーマとした片山教授のお話が動画で視聴可能

〈YouTube 片山紀子 Channel〉
https://www.youtube.com/channel/
UCg23jaafpa81V4pJ3PT2q2w
現在、「職員室を先生たちの学びの場に」とい
うテーマで、片山教授、京都教育大学の冨永
吉
よし

喜
き

教授、同志社大学の太田肇
はじめ

教授が語り合
う、全4回の動画を公開中。事実承認の大切
さと取り組み方などを解説している。

生き生きと働き続ける特集
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三
浦
　
中
央
教
育
審
議
会
「『
令
和
の

日
本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
教
師
の
在

り
方
特
別
部
会
」
の
審
議
ま
と
め
で

は
、「
自
ら
の
日
々
の
経
験
や
他
者
か

ら
学
ぶ
と
い
っ
た
『
現
場
の
経
験
』
を

重
視
し
た
ス
タ
イ
ル
の
学
び
」
や
「
全

教
員
に
共
通
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な

知
識
技
能
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、

よ
う
な
場
面
で
自
身
の
学
び
の
必
要
性

を
実
感
し
て
い
ま
す
か
。

佐
々
木
　
教
師
に
な
っ
て
14
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
分
か
り
や
す
い

授
業
で
生
徒
に
成
功
体
験
を
味
わ
っ
て

も
ら
え
れ
ば
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
、
生

徒
に
よ
っ
て
心
の
火
の
つ
き
方
が
違
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
部
活
動
、

課
外
活
動
、
探
究
学
習
な
ど
、
校
内
外

の
多
様
な
活
動
が
生
徒
の
や
る
気
に
火

を
つ
け
る
た
め
、
教
師
は
、
担
当
教
科

の
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
こ
と

に
生
徒
と
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
学

ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
以
前
、
高
齢
者
医
療
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
た
生
徒
と
、

い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
訪
ね
、
関
係
者
の

話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

は
、探
究
学
習
な
ど
を
通
し
て
未
知
の
こ

新
た
な
領
域
の
専
門
性
を
身
に
付
け
る

な
ど
強
み
を
伸
ば
す
こ
と
」
な
ど
、
教

師
に
求
め
ら
れ
る
新
た
な
学
び
の
姿
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
学
習
指
導
要

領
の
下
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的

な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
を
図
る
た
め

に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
始
め
と
し
た

授
業
づ
く
り
の
ス
キ
ル
の
向
上
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。先
生
方
は
、

非
連
続
で
劇
的
に
変
わ
る
社
会
を
生
き

る
生
徒
を
育
て
る
教
師
と
し
て
、
ど
の 北海道・

市立札幌藻
も

岩
いわ

高校

佐々木佑
ゆ う

季
き

東京都・私立
かえつ有明中・高校

佐藤あやか

ノートルダム清心女子大学　非常勤講師
元岡山県立林野高校校長

三浦隆
た か

志
し

岡山県立勝山高校教頭・副校長を経て、玉島商業高校、林野高
校で校長を歴任。資質・能力の育成を目指す授業改善や ICTの
利活用を推進した。経済産業省「未来の教室」教育コーチ、岡
山県 ICTPT委員としても活動。自身が設立した「授業デザイ
ン研究所」代表として現場を歩き、学校改革の支援を続ける。

ファシリテーター

変化の激しい社会で
「学び続ける教師」
であるために

ここまでの話から、教師という仕事を持続可能な

ものにするためには、安心・安全な場づくりと、

そうした環境下で行う教育活動の精選などが必要

であることが分かった。それらは、教師同士の協

働によるものだが、では、教師一人ひとりが生き

生きと働き続けるために自身でできることは何だ

ろうか。その１つとして考えられるのが、「学び続

ける」ことだ。そこでここでは、教師が学び続け

ることについて、それを日々心がけ、実践してい

る教師たちによる座談会を通じて考えていく。

本特集テーマの
n e x t

教
師
に
は
、
多
様
な
生
徒
に

寄
り
添
う
力
が
求
め
ら
れ
る
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は
、「
自
分
が
生
き
る
場
所
」
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
教
師
に
は
、
生

徒
の
多
様
性
を
受
け
止
め
る
力
が
ま
す

ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

三
浦
　
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
支
援
す
る
と
い
う
教
師
の
役
割

は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
け
れ
ど

も
、
生
徒
と
と
も
に
未
知
の
領
域
に
飛

び
込
み
、
気
づ
き
を
つ
な
げ
て
い
く
と

い
う
役
割
は
、
確
か
に
こ
れ
か
ら
の
教

師
の
大
き
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
し
、

そ
う
し
た
役
割
を
果
た
す
た
め
の
学
び

が
教
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
一
方
で
、
教
科
の
指
導
ス
キ
ル
の

向
上
も
、
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
40

代
半
ば
の
時
に
、
講
義
形
式
の
授
業

だ
け
で
は
生
徒
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
ま
し
て
や
そ

の
原
因
が
生
徒
の
や
る
気
に
あ
る
と
捉

え
る
の
は
間
違
い
だ
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
協
働
学
習
に

つ
い
て
詳
し
い
大
学
教
授
に
教
え
を
請

い
、「
教
え
方
」だ
け
で
な
く
、「
学
び
方
」

に
つ
い
て
も
学
び
始
め
ま
し
た
。
授
業

に
お
い
て
も
、
目
の
前
の
生
徒
に
、
教

師
と
し
て
の
学
び
を
促
さ
れ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
私
は
、
教
壇
に
立
ち
始
め
て
か

ら
し
ば
ら
く
は
、
生
徒
に
厳
し
く
接
し

て
勉
強
を
さ
せ
る
教
師
で
し
た
。
し
か

し
、
あ
る
時
、
私
が
細
か
く
指
示
を
し

な
い
と
勉
強
し
な
い
生
徒
を
育
て
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
様
々
な
授
業
方
法
を
学
び
、現
在
は
、

生
徒
自
身
に
授
業
に
お
け
る
目
標
を
設

定
さ
せ
る
と
と
も
に
、
目
標
達
成
の
た

め
に
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
を
考
え
さ

せ
る
時
間
を
授
業
中
に
増
や
し
て
み
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
に
挑
戦
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
伴
走
し
て
い
る
時
に
、

自
分
も
学
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

「
も
っ
と
学
び
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。 

佐
藤
　
私
の
勤
務
校
は
、
生
徒
が
自
分

の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
で
主
体
的
に
探

究
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
に

日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
自
身
の
多

様
な
興
味
・
関
心
が
認
め
ら
れ
、
学
び

が
深
ま
っ
た
時
、
生
徒
に
と
っ
て
学
校

三
浦
　
自
分
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
転
換

さ
せ
る
の
は
、
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
お
一
人
で
決
意
し
て
、
試

行
錯
誤
さ
れ
た
の
で
す
か
。

佐
藤
　
同
じ
数
学
科
の
主
任
の
先
生
が

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
思
い
を
お

話
し
し
た
と
こ
ろ
、「
思
い
切
っ
て
や
っ

て
み
る
と
い
い
よ
」
と
背
中
を
押
し
て

く
れ
ま
し
た
し
、「
今
日
の
授
業
は
ど

う
だ
っ
た
？
」
と
、い
つ
も
気
に
か
け
、

話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
新
し
い
こ

と
を
実
践
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
満
足

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
主
任
の
先

生
と
の
対
話
の
中
で
、
自
分
の
言
葉
で

振
り
返
っ
た
こ
と
で
、
冷
静
に
授
業
を

見
直
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木
　
自
分
の
実
践
を
同
僚
に
聞
い

て
も
ら
う
こ
と
で
、
客
観
的
に
検
証
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
他
者
の
視
点

な
し
に
は
、
教
師
と
し
て
の
よ
り
よ
い

自
己
評
価
も
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

教
師
と
し
て
の
新
し
い
学
び
に
は
他

者
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、

「『
生
徒
の
気
づ
き
と
学
び
』
を
最
大
化

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
＊
）」
を
始
め

さ
さ
き
・
ゆ
う
き
　

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
数
学
科
。

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
、
探
究
学
習
な
ど
の
新
し
い

学
び
を
校
内
で
深
め
る
た
め
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研

究
所
主
催
の
「『
生
徒
の
気
づ
き
と
学
び
』
を
最
大
化

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
。
学
び

の
機
会
を
校
内
だ
け
で
な
く
、校
外
に
も
広
げ
て
い
る
。

さ
と
う
・
あ
や
か
　

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
数
学
科
。

す
べ
て
の
学
び
を
生
徒
主
体
で
進
め
る
「
高
校
新
ク
ラ

ス
」
の
３
年
生
担
任
を
務
め
る
。
生
徒
の
興
味
・
関
心

を
広
げ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
独
学
で
学
び
、
授
業
に
生
か
す
な
ど
、
数
学
の

授
業
の
新
し
い
可
能
性
を
模
索
し
続
け
て
い
る
。

北
海
道
・

市
立
札
幌
藻
岩
高
校

佐
々
木
佑
季　

東
京
都
・
私
立

か
え
つ
有
明
中
・
高
校

佐
藤
あ
や
か

校
内
外
の
つ
な
が
り
の
中
で

価
値
転
換
を
図
る

設
立
　 

１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年

形
態
　
単
位
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
小
樽
商
科
大
、
北
海
道
大
、
北
海
道
教
育
大

学
札
幌
校
、
弘
前
大
、
札
幌
医
科
大
な
ど
に
91
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
北
星
学
園
大
、
北
海
学
園
大
、

中
央
大
、
明
治
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に

延
べ
５
４
５
人
が
合
格
。

設
立
　 

１
９
０
３
（
明
治
36
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
８
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、
お
茶
の
水
女
子
大
、
東

京
工
業
大
、
神
戸
大
、
東
京
都
立
大
な
ど
に
15
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、

上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ

４
０
５
人
が
合
格
。

＊　ベネッセ教育総合研究所が主催する、有志の中学校・高校の教師を対象とするオンライン対話型プロジェクト。2020 年 4 月、コロナ禍における「生徒の気づき
と学び」を最大化することを目指し、発足された。
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と
す
る
校
外
の
勉
強
会
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
、
実
感
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
進
め
方
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
想
定
外
の
状
況
下
で
の
疑
問
や

悩
み
を
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
に
打
ち
明

け
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
く
だ
さ
り
、
連
携
の
手
を
差

し
伸
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
変
な
時
ほ

ど
、
問
題
を
１
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

三
浦
　
想
定
外
の
状
況
は
、
教
師
の
あ

り
方
を
大
き
く
変
え
ま
す
。
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
創
造
的
復

興
の
実
現
に
向
け
て
、学
校
現
場
で
も
、

対
話
を
通
し
た
新
た
な
価
値
の
創
出
の

重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
手

法
を
教
師
は
積
極
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
新
学
習
指

導
要
領
で
目
指
し
て
い
る
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
も
確

実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
お
二
人
の
先
生

の
学
び
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
　
臨
時
休
業
は
大
き
な
困
難
で

し
た
が
、
外
部
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
研
究

会
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
異
業
種

の
方
を
含
む
校
外
の
つ
な
が
り
が
豊
か

に
な
り
ま
し
た
し
、
校
内
で
も
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
研
修
の
機
会
を
つ
く
り
、
同

僚
と
学
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し

た
経
験
は
、
本
校
の
探
究
学
習
の
土
台

の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
師
が
学

び
続
け
、
社
会
の
様
々
な
変
化
に
対
応

で
き
な
い
と
、
そ
の
時
代
に
必
要
な
教

育
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
気

づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
今
ま
で
あ
た
り
前
だ
っ
た
も
の

が
失
わ
れ
、
教
育
と
は
何
か
、
学
校
と

は
何
か
、
教
師
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で

あ
る
べ
き
か
を
、
改
め
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
行
事
や
部

活
動
な
ど
の
制
限
に
よ
り
、
生
徒
も
教

師
も
、
思
う
よ
う
な
学
校
生
活
が
送
れ

な
い
こ
と
は
今
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
、
ど
う
す
れ
ば
多
く
の
学
び

や
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
の
か
を
考
え
、

今
ま
で
以
上
に
、
生
徒
と
、
そ
し
て
同

僚
の
先
生
た
ち
と
真
剣
に
向
き
合
う
よ

う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ピ
ン
チ
は

あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
成
長
や
転
換
と
い

う
点
で
は
、
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
浦
　
校
内
外
の
人
た
ち
と
つ
な
が

り
、
学
び
を
広
げ
る
様
子
は
、「
越
境

す
る
学
び
」そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
日
々
、
生
徒
に
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
教
師
と
い
う
仕
事
で

は
、
ほ
か
の
職
種
の
よ
う
に
、
一
時
的

に
現
業
を
離
れ
て
他
業
種
な
ど
で
学
び

直
す
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
、
容
易
に
は

実
現
し
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
の
教
育
活
動
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
ス
キ
ル
を
獲
得
し
て
い
く
「
リ
ス

キ
リ
ン
グ
」が
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

お
二
人
の
先
生
も
、
多
忙
な
中
で
も
知

識
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
経
験
を

積
み
続
け
る
た
め
に
心
が
け
て
い
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
　
本
校
の
先
生
方
の
机
は
、
基

本
的
に
は
職
員
室
に
あ
る
の
で
す
が
、

私
も
含
め
、進
路
室
常
駐
の
先
生
方
は
、

職
員
室
に
机
が
な
く
、
職
員
室
に
机
が

あ
る
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
不
足
し
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、

内
線
通
話
な
ど
で
済
む
話
で
も
、
実
際

に
職
員
室
に
足
を
運
び
、
顔
を
合
わ
せ

て
対
話
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
が
、
同

僚
間
で
学
び
を
促
す
行
為
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

佐
藤
　
私
は
、「
た
だ
聴
く
」
と
い
う

こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
教
師
同

士
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
っ
た
り
、
意

見
を
言
い
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
大
切

で
す
。
た
だ
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
意
見
に

は
、必
ず
評
価
が
伴
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

相
手
を
評
価
せ
ず
、
た
だ
相
手
の
話
を

受
け
入
れ
る
時
間
を
つ
く
る
こ
と
で
、

安
心
・
安
全
な
場
が
生
ま
れ
、
互
い
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
合
い
、
仲
間
と
と

も
に
学
ん
で
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が

高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
浦
　
先
生
方
が
学
校
で
と
も
に
学
び

合
い
、
成
長
実
感
を
持
つ
こ
と
は
、
生

徒
に
も
必
ず
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

私
が
か
つ
て
勤
務
し
た
学
校
で
１
人
１

台
端
末
の
活
用
を
進
め
た
時
、
生
徒
の

表
情
が
よ
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
っ
た

の
は
、
端
末
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
新

し
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
よ
う
と
頑
張

る
教
師
の
本
気
を
、
生
徒
が
感
じ
取
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
学
び
の
相
互

作
用
が
、
教
師
、
生
徒
と
い
う
立
場
の

違
い
を
超
え
て
連
鎖
す
る
場
を
、
今
後

も
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

学
び
続
け
る
教
師
が
、

学
び
続
け
る
生
徒
を
育
て
る

 高校版  2022 June 22

0-01-J-22906-001 2022 年度 VIEW next 高校版 6 月号 22 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

05/27
松下

念
校

06/07
井上 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P20-22_view-next-koukou-6g.indd   22P20-22_view-next-koukou-6g.indd   22 2022/06/07   11:342022/06/07   11:34


